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Abstract 
Capitalism or socialism? This alternative is one of the greatest problems that 
we should solve today. Which can give more liberties to us? This is one of the 
greatest questions that we must answer， when we choose between them. When we， 
then， ask what liberty is， we are surprised to find too many answers to the question. 
Especially， the West and the East are veηT different from each other concerning the 
meaning of liberty 
This paper takes up some theories on liberty， criticizes the defects of them and 
tries to seek one measure of liberty with which we can measure the quantity of 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1) これは，粟田賢三， Fマルクス主義における自由と価値~ (青木書底， 1975年)， 85頁に紹
介されている H・カミンスキー の表現。カミンスキー 自身は，あらゆる社会をはかる基準と
なるような，大文字で書かれた自由の存在を否定している。
(2) James J. Q'Rourke， The Problem 01 Freedom in Marxist Thought (Dordrecht-Hol-
land， 1974)， p.1. 










判は， C・B・マクファーソン， ~民主主義理論~，西尾敬義他訳(青木書庖， 1978年)， 163 
頁以下参照。
(8) 韓国やチリ，ポーランドや中国の今日の事態。
(9) ユ・エヌ・ダヴィドフ，「自由と疎外~，藤野渉訳(青木書庖， 1972年)， 11頁以下。
(10) ヘルパート・シュタイニンガー，「社会主義社会の自由の諸基礎J，ゴットフリート・シュ




(14) 同前， 4 -5頁。
(1日 ダヴィドフ，前掲訳， 15-16頁に日く「人間的自由の外的な諸制限は，人間的活動にたい
する関係においては，かなりの程度内的なものであることがわかる」。




















(泣) パー リン， w 自由論 I~ ， 68~69頁0
(23) クランストン，前掲訳， 82頁。
(24) マクファーソン，「現代世界の民主主義~，粟田賢三訳(岩波書庖， 1977年)， 94頁以下参
照。
(お)パー リン， w 自由論 I~ ， 81頁。













(3) エーリッヒ・フロム， w 自由からの逃走~，日高六郎訳(創元社， 1953年)， 4頁。
(34) Eva Ancsel， The Dilemmas 01 Freedom (translated by Janos Boris， Budapest， 1978)， 
p.50. 
(3由 Ibid.
(36) Ibid.， p. 52. 




白日 パーリン，「自由論 II~ ， 315~317頁。
凶勝田，前掲書， 149頁。
間同前， 149~ 150頁。
附 マクファーソン， w現代世界の民主主義~， 30~31頁，及び宮田光雄，『現代日本の民主主義』
(岩波書J，:5 1972年)， 9 ~ 11頁参照。




































(的 O'Rourke， 0ρcit.， pp. 27-30.これは中野氏が，マルクスの自由概念として挙げる人格的
自由と同じものである(中野，前掲書， 27頁以下参照)。
(70) Ancsel， op. cit.， pp. 29-30. 
(27) 
